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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回　　　　　次
第38期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第39期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第38期

会　計　期　間
自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日

自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日

自　平成21年３月１日
至　平成22年２月28日

売上高 (千円) 9,913,226 9,796,059 38,921,174

経常利益 (千円) 361,927 264,001 1,589,922

四半期(当期)純利益 (千円) 158,661 114,457 750,308

純資産額 (千円) 15,893,09016,446,86516,303,451

総資産額 (千円) 30,111,32231,352,36630,003,434

１株当たり純資産額 (円) 1,095.59 1,133.95 1,124.53

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 10.97 7.93 51.92

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 52.6 52.2 54.1

営業活動によるキャッシュ・フロー (千円) 1,034,909 1,106,991 2,148,445

投資活動によるキャッシュ・フロー (千円) △534,589 △557,951 △1,292,180

財務活動によるキャッシュ・フロー (千円) 64,037 △175,403 △521,888

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 4,655,267 4,798,922 4,425,286

従業員数 (名) 4,754 4,702 4,624

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　当社の持分法非適用の関連会社であるスパイス㈱（所有株式数の割合30.8％）については、当社における

今後の事業展開をより円滑にすることを目的に、同社の親会社である㈱ガリアプラスから株式の譲受けを

しました。その結果、平成22年３月17日に当社の持分法非適用の非連結子会社（所有株式の割合82.1％）と

なりました。
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３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年５月31日現在

従業員数(名) 4,702

(注) 従業員数は就業人員であります。

　

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年５月31日現在

従業員数(名) 3,697

(注) 従業員数は就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当社グループは生産活動を行っておりませんが、当第１四半期連結会計期間末日現在実施中の業務別

契約件数は、次のとおりであります。

　

事業の種類別セグメントの名称 契約件数(件) 前年同四半期比(％)

(セキュリティ事業) 　 　

常駐警備 789 96.8

機械警備 67,098 103.9

運輸警備 2,533 105.0

小計 70,420 103.9

(その他の事業) 323 94.4

合計 70,743 103.8

　

(2) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における事業の種類別ごとの業務別販売実績は、次のとおりであります。

　

事業の種類別セグメントの名称 金額(千円) 前年同四半期比(％)

(セキュリティ事業) 　 　

常駐警備 4,963,436 96.7

機械警備 3,139,472 101.0

運輸警備 660,633 98.8

工事・機器販売 879,746 105.1

小計 9,643,288 98.9

(その他の事業) 152,771 93.1

合計 9,796,059 98.8

　　(注) １　上記金額には消費税等を含んでおりません。

　　２　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先
前第１四半期連結会計期間 当第１四半期連結会計期間

金額(千円) 割合(％) 金額(千円) 割合(％)

東日本旅客?道㈱ 1,113,300 11.2 ― ―

　　３　当第１四半期連結会計期間では10％未満となりましたので記載を省略しております。

　

２ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

(1)業務提携基本契約

契約会社名 相手方の名称 契約の名称 契約内容 契約期間

セントラル警備保

障㈱(当社)

東日本旅客鉄道

㈱

 (ＪＲ東日本)

業務提携基本

契約書

当社との資本提携及びＪＲ東日本グ

ループに対する警備サービスの提供に

関する業務提携（対価：物件ごとの個

別警備契約書による）。

平成９年12月18日

締結、以後1年ごと

の自動更新
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中における将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したもので

あります。

(1)経営成績の分析

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、景気の持ち直しの動きが見られるものの、雇用環

境は依然として厳しい状況にあり、個人消費においても緩やかなデフレ状態が続いており、未だ不透明

感は拭いきれず、低調な景況感で推移しました。

当警備業界におきましては、企業収益の改善が見られるものの、お客様のコスト抑制意識は未だに高

く、価格面での激しい同業間競争が続く厳しい経営環境に置かれております。

このような状況の中、当社グループは平成21年３月よりスタートした新中期経営計画「ＣＳＰ

ニューパワーアップ計画」の２年目を迎え、お客さま価値の創造を全面に掲げ、ソリューション型営業

の実践、品質の高い警備サービスの提供及び主力商品・サービスの販売強化等、ＣＳＰブランド力の向

上に努めてまいりました。

その結果、当第１四半期連結会計期間における当社グループの業績は、売上高は97億９千６百万円

（前年同期比1.2％減）となりました。利益面につきましては、営業利益は２億５千３百万円（前年同

期比24.1％減）、経常利益は２億６千４百万円（前年同期比27.1％減）となり、四半期純利益は１億１

千４百万円（前年同期比27.9％減）となりました。

事業部門別の業績は次のとおりであります。

(セキュリティ事業）

常駐警備部門につきましては、前連結会計年度中の解約による契約件数の減少及び見直しによる減

額などで保有高が減少したことにより、当第１四半期連結会計期間の常駐警備部門の売上高は49億６

千３百万円（前年同期比3.3％減）となりました。

機械警備部門につきましては、厳しい企業間競争の中、マンション販売市場の復調もあり、マンショ

ン向けセキュリティが堅調に推移しました。この結果、機械警備部門の売上高は31億３千９百万円（前

年同期比1.0％増）となりました。

運輸警備部門につきましては、集配金サービスに尽力したものの低調に推移したため、売上高は６億

６千万円（前年同期比1.2％減）となりました。

工事・機器販売部門につきましては、防犯カメラ、機械警備付リサイクル型入出金機及び納金機、イ

ンターホン販売が堅調に推移したこともあり、工事・機器販売部門の売上高は８億７千９百万円（前

年同期比5.1％増）となりました。

これらの結果、当第１四半期連結会計期間のセキュリティ事業の売上高は96億４千３百万円（前年

同期比1.1％減）となりました。

(その他の事業)

その他の事業につきましては清掃業務や電気設備の保安業務等の建物総合管理サービスを中心に事

業を行っております。当第１四半期連結会計期間の売上高は１億５千２百万円（前年同期比6.9％減）

となりました。
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(2)財政状況の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ13億４千８百万円増加し、313億

５千２百万円（前連結会計年度末比4.5％増）となりました。その主な内容は、有価証券の増加６億円、

繰延税金資産の増加２億７千万円、投資有価証券の増加３億９千３百万円、受取手形及び売掛金の減少

２億５千５百万円であります。

負債は、前連結会計年度末に比べ12億５百万円増加し、149億５百万円（同8.8％増）となりました。

その主な内容は、短期借入金の増加２億７千２百万円、預り金の増加４億９百万円、賞与引当金の増加

６億２千５百万円、未払費用の減少１億８千９百万円、長期借入金の減少２億１千万円などによるもの

です。

純資産は、利益剰余金が８千７百万円減少、その他有価証券評価差額金２億２千３百万円の増加など

により、前連結会計年度末に比べ１億４千３百万円増加し、164億４千６百万円（同0.9％増）となりま

した。

　

(3)キャッシュ・フローの分析

当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)の状況は、次の通り

であります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第１四半期連結会計期間の営業活動の結果、増加した資金は11億６百万円であります。資金の主な

増加要因は、税金等調整前四半期純利益２億５千２百万円、減価償却費２億８千５百万円、賞与引当金

６億２千５百万円であります。これに対し資金の主な減少要因は、未払費用１億８千９百万円、法人税

等の支払額４億４百万円であります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第１四半期連結会計期間の投資活動の結果、使用した資金は５億５千７百万円であります。その主

な内容は、有価証券の取得による支出１億円、有形固定資産の取得による支出２億８千３百万円であり

ます。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第１四半期連結会計期間の財務活動の結果、減少した資金は１億７千５百万円であります。資金の

主な増加要因は、短期借入金による純増１億円であり、資金の主な減少要因は、配当金の支払いによる

支出２億２百万円であります。

　

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な

変更及び新たに生じた課題はありません。

　

(5)研究開発活動

当第１四半期連結会計期間において、当社グループにおける研究開発活動の状況に重要な変更はあ

りません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除去等につい

て、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡

充、改修、除去、売却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年５月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成22年７月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 14,816,692 14,816,692
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数
100株

計 14,816,692 14,816,692 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年３月１日～
平成22年５月31日

― 14,816,692 ― 2,924,000 ― 2,781,500
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(6) 【大株主の状況】

　　平成22年５月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

東日本旅客鉄道株式会社 渋谷区代々木二丁目２番２号 3,704 25.0

株式会社もしもしホットライン 渋谷区代々木二丁目６番５号 726 4.9

セントラル警備保障社員持株会
新宿区西新宿二丁目４番１号
新宿NSビル

531 3.5

三井物産株式会社
(常任代理人　資産管理サービス信託銀行
株式会社)

千代田区大手町一丁目２番１号
(千代田区大手町一丁目２番１号
三井物産株式会社内)

445 3.0

住友商事株式会社 中央区晴海一丁目８番11号 362 2.4

セントラルセキュリティリーグ持株会
新宿区西新宿二丁目４番１号 
新宿NSビル

310 2.0

株式会社三井住友銀行 千代田区有楽町一丁目１番２号 310 2.0

株式会社みずほ銀行
(常任代理人　資産管理サービス信託銀行
株式会社)

千代田区内幸町一丁目１番５号
(中央区日本橋茅場町一丁目２番４号)

303 2.0

東洋テック株式会社 大阪府大阪市浪速区桜川一丁目７番18号 229 1.5

徳田　伸子 岐阜県土岐市妻木平成町 228 1.5

計 ― 7,152 48.2

(注)　１　所有株式数は千株未満を切り捨てて記載しております。

２　当社は、自己株式378千株を所有しておりますが、当該自己株式は議決権の行使が制限されているため、上記の大

株主から除いております。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 　 平成22年５月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

（自己保有株式）

― ―
普通株式 378,900

（相互保有株式）

普通株式 15,800

完全議決権株式(その他) 普通株式 14,388,100 143,881 ―

単元未満株式 普通株式 33,892 ― １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 　 14,816,692― ―

総株主の議決権 ― 143,881 ―

(注) １　「単元未満株式」には当社所有の自己株式64株が含まれております。

２　「完全議決権株式(その他)」には、証券保管振替機構名義の株式が2,100株(議決権21個)、「単元未満株式数」に

は、同名義の株式が71株含まれております。
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② 【自己株式等】

平成22年５月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
セントラル警備保障㈱

東京都新宿区西新宿
二丁目４番１号
新宿NSビル

378,900 ― 378,900 2.6

（相互保有株式）
㈱トーノーセキュリティ

岐阜県多治見市
上野町五丁目
38番１号

15,800 ― 15,800 0.1

計 ― 394,700 ― 394,700 2.7

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別 平成22年３月 ４月 ５月

最高(円) 910 909 885

最低(円) 863 870 823

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありませ

ん。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結会計期間（平成21年３月１日から平成21年５月31日まで）及び前第１四半期連結

累計期間（平成21年３月１日から平成21年５月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、

当第１四半期連結会計期間（平成22年３月１日から平成22年５月31日まで）及び当第１四半期連結累計期

間（平成22年３月１日から平成22年５月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成

しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間（平成21年３月

１日から平成21年５月31日）に係る四半期連結財務諸表並びに当第１四半期連結累計期間(平成22年３月

１日から平成22年５月31日まで)及び当第１四半期連結会計期間（平成22年３月１日から平成22年５月31

日まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けて

おります。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年５月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,672,210 8,572,231

受取手形及び売掛金 347,496 603,273

未収警備料 3,151,852 3,223,414

有価証券 600,000 －

貯蔵品 706,690 742,574

その他 2,006,803 1,434,877

貸倒引当金 △15,241 △13,136

流動資産合計 15,469,811 14,563,234

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 4,149,050 4,149,050

減価償却累計額 △1,786,655 △1,753,998

建物及び構築物（純額） 2,362,395 2,395,052

警報機器及び運搬具 10,325,700 10,197,377

減価償却累計額 △7,572,189 △7,477,914

警報機器及び運搬具（純額） 2,753,511 2,719,462

その他 2,477,122 2,427,376

減価償却累計額 △629,570 △614,206

その他（純額） 1,847,552 1,813,170

有形固定資産合計 6,963,459 6,927,685

無形固定資産 616,253 665,013

投資その他の資産

投資有価証券 4,996,941 4,603,354

その他 3,342,602 3,281,319

貸倒引当金 △36,702 △37,173

投資その他の資産合計 8,302,842 7,847,500

固定資産合計 15,882,554 15,440,199

資産合計 31,352,366 30,003,434
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年５月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年２月28日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,004,540 1,006,901

短期借入金 1,158,592 885,802

未払法人税等 379,655 403,609

前受警備料 301,076 291,499

預り金 4,252,917 3,843,116

賞与引当金 1,438,382 812,632

役員賞与引当金 50,900 41,900

その他 2,484,768 2,683,326

流動負債合計 11,070,833 9,968,787

固定負債

長期借入金 1,307,700 1,517,700

退職給付引当金 164,077 173,185

役員退職慰労引当金 11,036 10,400

その他 2,351,853 2,029,909

固定負債合計 3,834,667 3,731,196

負債合計 14,905,500 13,699,983

純資産の部

株主資本

資本金 2,924,000 2,924,000

資本剰余金 2,784,162 2,784,162

利益剰余金 8,948,602 9,036,276

自己株式 △346,377 △346,192

株主資本合計 14,310,387 14,398,245

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 2,078,296 1,855,048

繰延ヘッジ損益 △16,989 △17,369

評価・換算差額等合計 2,061,306 1,837,678

少数株主持分 75,170 67,526

純資産合計 16,446,865 16,303,451

負債純資産合計 31,352,366 30,003,434
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年５月31日)

売上高 9,913,226 9,796,059

売上原価 7,853,735 7,796,045

売上総利益 2,059,491 2,000,014

販売費及び一般管理費

給料及び手当 664,509 638,772

賞与引当金繰入額 122,403 121,670

役員賞与引当金繰入額 10,000 10,000

退職給付費用 10,836 10,111

その他 917,614 965,775

販売費及び一般管理費合計 1,725,363 1,746,329

営業利益 334,127 253,684

営業外収益

受取利息 4,708 2,619

受取配当金 15,159 3,685

その他 24,360 21,000

営業外収益合計 44,228 27,306

営業外費用

支払利息 15,778 16,874

その他 649 115

営業外費用合計 16,428 16,990

経常利益 361,927 264,001

特別利益

前期損益修正益 15 －

貸倒引当金戻入額 598 613

特別利益合計 613 613

特別損失

前期損益修正損 8,693 －

固定資産除却損 30,955 11,717

その他 760 －

特別損失合計 40,408 11,717

税金等調整前四半期純利益 322,132 252,897

法人税、住民税及び事業税 382,415 380,941

法人税等調整額 △230,615 △249,800

法人税等合計 151,799 131,140

少数株主利益 11,671 7,298

四半期純利益 158,661 114,457
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 322,132 252,897

減価償却費 295,413 285,502

賞与引当金の増減額（△は減少） 640,498 625,749

売上債権の増減額（△は増加） 132,699 327,338

たな卸資産の増減額（△は増加） △25,820 35,884

仕入債務の増減額（△は減少） 61,323 △2,360

その他 73,923 △1,915

小計 1,500,170 1,523,095

利息及び配当金の受取額 19,868 6,305

利息の支払額 △16,275 △17,514

法人税等の支払額 △468,854 △404,895

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,034,909 1,106,991

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △10,980 △16,450

有価証券の取得による支出 － △100,000

有形固定資産の取得による支出 △381,029 △283,950

無形固定資産の取得による支出 △87,658 △96,249

投資有価証券の取得による支出 △64,921 △1,588

その他 10,001 △59,714

投資活動によるキャッシュ・フロー △534,589 △557,951

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 266,793 100,442

長期借入金の返済による支出 － △37,651

リース債務の返済による支出 － △35,878

配当金の支払額 △202,426 △202,131

自己株式の取得による支出 △329 △184

財務活動によるキャッシュ・フロー 64,037 △175,403

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 564,357 373,635

現金及び現金同等物の期首残高 4,090,909 4,425,286

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 4,655,267

※
 4,798,922
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第１四半期連結会計期間(自　平成22年３月１日　至　平成22年５月31日)

該当事項はありません。

　

　

【簡便な会計処理】

当第１四半期連結会計期間(自　平成22年３月１日　至　平成22年５月31日)

重要なものはありません。

　

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第１四半期連結会計期間(自　平成22年３月１日　至　平成22年５月31日)

該当事項はありません。

　

　

【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日 至　平成21年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日 至　平成22年５月31日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に記載されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に記載されている科目の金額との関係

(平成21年５月31日) (平成22年５月31日)

現金及び預金勘定 8,373,653千円

運輸警備用現金及び預金 △3,678,016　
預入期間が

 ３か月を超える定期預金
△40,370　

現金及び現金同等物 4,655,267　

現金及び預金勘定 8,672,210千円

有価証券勘定（譲渡性預金） 600,000　
　　　　　計 9,272,210　
運輸警備用現金及び預金 △4,343,288　
預入期間が

 ３か月を超える定期預金
△30,000　

預入期間が

 ３か月を超える譲渡性預金
△100,000　

現金及び現金同等物 4,798,922　
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末（平成22年５月31日）及び

当第１四半期連結累計期間（自　平成22年３月１日　至　平成22年５月31日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第１四半期連結会計期間末

普通株式(株) 14,816,692

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類 当第１四半期連結会計期間末

普通株式(株) 378,964

　

３　配当に関する事項

　 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年５月27日
定時株主総会

普通株式 202,131 14.00平成22年２月28日 平成22年５月28日 利益剰余金

　

　

(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成21年３月１日　至　平成21年５月31日)

全セグメントの売上高の合計、営業利益の合計額に占める「セキュリティ事業」の割合が90％を超え

るため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成22年３月１日　至　平成22年５月31日)

全セグメントの売上高の合計、営業利益の合計額に占める「セキュリティ事業」の割合が90％を超え

るため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成21年３月１日　至　平成21年５月31日)

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、記載しておりません。

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成22年３月１日　至　平成22年５月31日)

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、記載しておりません。

　

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間(自　平成21年３月１日　至　平成21年５月31日)

海外売上高がないため、記載しておりません。

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成22年３月１日　至　平成22年５月31日)

海外売上高がないため、記載しておりません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　

当第１四半期連結会計期間末 (平成22年５月31日) 前連結会計年度末 (平成22年２月28日)

1,133.95円 1,124.53円

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日  至　平成21年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日  至　平成22年５月31日)

１株当たり四半期純利益 10.97円
　

１株当たり四半期純利益 7.93円
　

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　 ２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成21年３月１日
至  平成21年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成22年３月１日
至  平成22年５月31日)

四半期純利益(千円) 158,661 114,457

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 158,661 114,457

期中平均株式数(千株) 14,458 14,437

　

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年７月９日

セントラル警備保障株式会社

　　　　　　　　取締役会　御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員 　
公認会計士　　手 　塚 　仙 　夫　　㊞

業 務 執 行 社 員　

　

指定有限責任社員 　
公認会計士　　小　島　 洋 太 郎　　㊞

業 務 執 行 社 員　

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているセン

トラル警備保障株式会社の平成21年３月１日から平成22年２月28日までの連結会計年度の第１四半期連結累

計期間(平成21年３月１日から平成21年５月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借

対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。

この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸

表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、セントラル警備保障株式会社及び連結子会社

の平成21年５月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及び

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　

平成２２年７月５日
　

セントラル警備保障株式会社

取　締　役　会　御　中

　

有限責任監査法人トーマツ 　

　

指定有限責任社員 　
公認会計士　　小　島　 洋 太 郎　　㊞

業 務 執 行 社 員　

　

指定有限責任社員 　
公認会計士　　鈴　木　　　 　努　　㊞

業 務 執 行 社 員　

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているセン

トラル警備保障株式会社の平成22年３月１日から平成23年２月28日までの連結会計年度の第１四半期連結会

計期間（平成22年３月１日から平成22年５月31日）及び第１四半期連結累計期間(平成22年３月１日から平

成22年５月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明すること

にある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、セントラル警備保障株式会社及び連結子会社

の平成22年５月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及び

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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